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○51  「味無いがたな。」 
○52  「生ぎもんだべが。」 





○56  「さあ，い（ゝ）が，おれ歌，うだ (う)はんてみん
な廻れ。」 
○57  「のはらのまん中の めっけもの 
すつこんすつこの 栃だんご 
栃のだんごは   結構だが 
となりにいからだ ふんなかす 
青じろ番兵は   気にかがる。 
青じろ番兵は   ふんにやふにや 
吠えるもさないば 泣ぐもさない 
瘠せで長くて  ぶぢぶぢで 
どごが口だが  あだまだが 
ひでりあがりの なめぐぢら。」 
○58  「おう，こんだ団子お食ばがりだぢよ。」 
○59  「おう，煮だ団子だぢよ。」 
○60  「おう，まん円けぢよ。」 
○61  「おう，はんぐはぐ。」 
○62  「おう，すつこんすつこ。」 
○63  「おう，けつこ。」 










































































































線，高低は上線や  などの記号で表すことになっている。 
コリャー ダレ ヤ。 （この人は誰かい）
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